
第４期川和地区地域福祉保健計画の取組に向けた検討事項
19/5/25地域懇談会で討議した第３期川和地区地域福祉保健計画の具体的な検討項目

をベースとした

第４川和地区地域福祉保健計画の取組に向けた検討事項

活動の担い手（ボランティア）の募
集・育成し、有効利用する。

活動の担い手（ボランティア）を育成する

定期的に福祉保健活動の進捗状況を
まとめ・報告をする。

定期的に川和地区地域福祉保健活動の進捗業況
をまとめ、報告する

●そなえマップの更新

●つながり♡ネットの構築

●川和連合ふれあいたいの活動の充
実

平常時、要援護者の見守り・声かけに取り組む

駐1： その他は第３期川和地区地域福所見計画の検討事項とした。加筆、削除等を記載す
る。

駐2： 優先には大（主要項目）、中、小、小↓を2021/12/25地区懇談会で集計する。

高齢者、障がい者、子育て世代などが楽しみな
がら活動し、孤立しない安心して住める地域を
つくる

活動のPRをする

学校との連携を増やし、多世代交流
の機会をつくる。若い世代と年配の
世代が助け合える関係をつくる。

地域団体が情報交換して理解を深める
関連団体の定期的なミーティングを
通した情報交換をする。

第３期川和地区地域福祉保健
計画の具体的な取組

第４期川和地区地域福祉保健計画の取組 優先度

健康に目を向け、元気な生活を続け
る。

子どもを健やかに育てる環境・仕組
みづくりをする。

子どもを健やかに育てる環境を充実させる

健康に目を向け、元気な生活を続ける

高齢者が楽しみながら活動し、安心
して住める地域をつくる。

高齢者が楽しみながら活動し、安心
して住める地域をつくる。

緊急時、困っている人々を助ける

地域団体の活動をＰＲする

助け合える関係をつくるため、学校との連携を
強め、高齢者のイベントに子どもが参加する等
の多世代交流の機会をつくる


